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地域熱供給設備を計画するにあたっては，対象とする
需要家の熱負荷を想定し，プラントスペース・設備の余
裕率などを考慮し，機器容量を設定する必要がある。し
かしながら，今回の神戸市東部新都心地区のように，ま
ったく新しい開発地域に地域熱供給を導入する場合，最
初に建設される建物にプラントの設置を決定し，その建
物を含め，将来建設が予定される建屋の用途などを考慮
し，需要家全体の熱負荷を想定する必要がある。将来の
建物については，建物規模・用途などの概要がわかる程
度で，詳細な建物の情報がえられにくく，一般的に計画

の初期段階では，想定される建物の過去の統計データに

た，建物の地下の二重スラブ部分を有効利用し，1 500
m

3 の水蓄熱槽を備えている。
水蓄熱槽では，安価な深夜電力を利用して夜間に蓄熱

をおこない，昼間の電力需要が逼迫する時間帯に，水蓄
熱槽に蓄えられた熱の放熱をおこなうことにより，電力
のピークカ∵
熱槽は冷水・温水の切替方式であり，季節により冷房・
暖房の熱源機に使用される。
1期工事においては，電気方式として空気熱源スクリ
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